
　５８　海陽町①　阿部

[image: ]JR徳島駅から車で一時間半、国道五五号線をひた走ると八坂寺（通称鯖大師）に着く。　　　　
鯖大師は四国別格霊場の第四番札所。四国八十八ヶ所難所の一つ、八坂八浜の真ん中にある。「鯖大師本坊」には、片手に鯖を一本持った弘法大師いる。かつて弘法大師がこの地で塩鯖を運んでいた欲張りな馬子の心を改めさせるために鯖を生き返らせたそうで、その伝説にちなんで「鯖大師」と呼ばれるようになった。鯖を三年間絶って祈念すると願い事が叶い、病気が治り、幸福になれるということだ。ちなみに、八坂八浜は牟岐浦から海陽町浅川に至る約十二キロメートルの海岸で室戸阿南海岸国定公園にも指定されている景勝地である。鯖大師から車で十分ほど走ると海陽町の中心街に着く。
阿波海南駅より海部川の上流十分ほどのところに城満寺がある。曹洞宗新光山城満寺は、四国最古の禅寺で戦国時代に焼失したが大正時代に復興した。修行体験として誰でも参加可能な坐禅会などが開催されている。春には桜、年末年始には竹灯りが美しい。山麓にある広い境内、静かな環境で、俳句作りの環境に最適だろう。　
城満寺から更に海部川沿い国道一九三号を二十分走り、途中県道一四八号に入り、十分ほど走ると県道の終点辺りに轟の滝がある。落差五十八メートルの本滝。その飛沫で夏でも肌寒さを覚えるという。上流には大小さまざまな滝があり、総称して轟九十九滝と呼ばれている。山全体が滝の回廊のようになっており、遊歩道を辿ると往復二時間ほどかかる。
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